
キュリロスの第一七書簡ーネストリオスへの第三の手紙

キリストの人間性を無視し
ていると指摘されても仕方
のない表現である

(1)貴殿は教会全体に躓きを
与え、ご当地のみならず、あま
ねく全地の民々のあいだに、異
質で未聞の異端のパン種を混
入したのだ

(2)したがって、私どもの同輩
の司教ケレスティヌスが主宰
し、ローマに招集された教会会
議とともに、この第三の手紙を
もって、私どもは貴殿に、貴殿
が考え、かつ教えておられるか
くも愚かしい邪な教説から離
れ、初めから諸教会に伝承され
た正統な信仰に立ち戻られる
ように忠告し、勧める次第であ
る

同輩ケレスティヌスが前述の
手紙の中で指定しておられる
期日までに、もしも猊下がその
ようになさらない場合には、貴
殿は私どもとともにいかなる聖
職位も有されることなく、また
神の祭司ならびに司教たちの
あいだでいかなる場も位階をも
有されないことをご承知下さい

諸教会がかくも混乱をきたし、
信徒たちが躓き、正統な信仰
が顧みられず、救いを得るよう
貴殿が配慮しなければならな
いはずの羊の群れが貴殿に
よって散り散りにされていること
をなおざりにすることは、私ども
には断じてできない

しかも、信仰のゆえに猊下に
よって排斥されたり罷免された
信徒ならびに聖職者たちと、私
どもは皆、交わりを保っている

諸教会がかくも混乱をきたし、
信徒たちが躓き、正統な信仰
が顧みられず、救いを得るよう
貴殿が配慮しなければならな
いはずの羊の群れが貴殿に
よって散り散りにされていること
をなおざりにすることは、私ども
には断じてできない

実際、正統な教えを有している
と認められた者たちが、まさに
貴殿に反対した廉で、貴殿の
判決によって不正な取り扱いを
受けることは、ただしいことでは
ない

このことは、同輩ケレスティヌ
スに宛てて貴殿ご自身が記さ
れた手紙の中で、貴殿ご自身
が明らかにしておられることで
ある

しかしながら、猊下におかれま
しては、ニカイアに招集された
教会会議において、宣言された
信仰箇条をともに表明されるだ
けでは不十分である。と申しま
すのも、貴殿はそれを正しく理
解しても正しく解釈してもおら
れず、曲げておられるからであ
る

貴殿の場合は、書面で聴従の
意を表明され、宣誓のうえ、貴
殿の汚らわしく神を冒瀆する教
説を排斥し、私ども一同、すな
わち、東西の司教たち、教師た
ち、信徒の指導者だちが考え
ていることを貴殿も考え、教え
る旨表明されなければならない

ローマでの教会会議と私ども一
同は、アレクサンドレイアの教会
から猊下に宛てて書かれたも
ろもろの手紙が正統で非のうち
どころのないものであることで
意見の一致を見た

しかしながら、私ど
もは私どものこの手
紙に、考え教えなけ
ればならない事柄
と、排斥されなけれ
ばならない事柄とを
添付することにした

(3)われわれは、唯一の神、万
物を支配する父、すべての見え
るものと見えないものとの造り
主を信じる。彼は父から生まれ
た独り子、父と同一本質（ホモ
ウーシオス）の者である。彼は
われわれ人間のため、われわ
れの救いのために降り、肉とな
り、人間となり、苦しみ、三日目
に復活し、天に昇った

「かつて存在しなかった時が
あった」とか、「生まれる前には
存在しなかった」とか、「存在し
ないものから成った」もしくは
「別のヒュポスタシスまたはウー
シアから成った者である」などと
主張する者たち、また「神の子
は変化・変換する者である」な
どと主張する者たちをカトリック
の使徒伝来の教会は排斥する

(4)言（ロゴス）は個別者として
肉と合一されたことを宣言し
て、私どもはひとりの子、主イエ
ス・キリストを礼拝している。あ
たかも栄誉と主権の合一（ヘ
ノーシス）によって互いに結合し
ているかのように、神と人間と
を区別し、分割することはな
い。

たとえロゴスは私たちの内に宿
られたと言われていようとも（ヨ
ハ1：14）、肉となられたことで、
聖なる者たちに宿られると言わ
れるのと同様に、ロゴスはこの
方の内に臨まれたとは私どもは
考えていませんし、それを「宿
り」という言葉で定義することも
ない。本性（フユシス）に即して
合一され、しかも肉に変わらず
に、人間の魂が自身の肉体の
内にあると言われるように、肉
体を「住まい」とされたのである

(5)したがって、キリストは唯一
であり、単に、栄誉と主権の合
一によって、人間が神との結合
を有しているためではない。さ
らにまた、私どもは、結合（シュ
ナフェイア）の様式を＜並存＞
としては考えていない。その表
現は本性的に合一されているこ
とには不十分だからである

実に、この方は、フユシスによっ
て、また父のウーシアに由来す
る方として神であられるが、神
をご自分の父と呼ばれた。ま
た、この方は、神であり続けら
れつつ、人間性のフユシスに固
有な法則に即して、神の下にあ
る人間となられたことを、私ど
もは知らないわけではない。し
かし、この方が、ご自分の神も
しくは主になることがどうしてで
きただろうか。であるから、人間
として、またご自分を空しくされ
た範囲に似つかわしい限りにお
いて、ご自分が、私どものよう
に神の下にある人間であると言
われるのである

人間としてご自分を空しく
された範囲においては、何
を「空しく」されたのか？「神
との合一が空しくなった範
囲」のことであるのか？それ
ではその時、キリストには肉
以外に何があったのか？

(6)私ともはキリストについて次のように言
うことを拒否する。すなわち「担った方であ
るがゆえに、担われた者を私は敬う。見え
ない方であるがゆえに、見える者を私は礼
拝する」、「とられた者は、とった方の呼称
を用いて神と名づけられる」。実にこのよう
なことを言う者は、再びふたりのキリストに
区別し、人間を別に一方に置き、神を同じ
ように。合一を公然と否定しているのであ
る

合一によって、別々の者が共に礼拝される
のではなく、また神が交わっているのでも
ない。私どもは次のように宣言する。すな
わち、父なる神から生まれた子、独り子な
る神ご自身が、その固有の本性（フユシ
ス）によれば苦しみを受けえない方であり
続けられたが、私どものために肉において
苦しみをお受けになったのである。本性に
よって生命であられ、ご自身が復活であら
れましたが、ご自分の肉体を死に渡すこと
で、すべての人のために死を味わわれた。
陰府を壊滅させた後、三日目に復活して、
人間の本性のために不滅へと昇る道を開
くためであった。たとえ死者の復活はひとり
の人間を通して実現されると言われている
に（ヨハ11:25, ロマ5:12)しても、この人
間とは神から生まれたロゴスであり、この
方を通して死の支配は滅ぼされたと私ども
は考えている

聖書に復活はひとりの人間
を通して実現される、とある
のに、この人間はロゴスで
あると主張する、聖書の強

引な解釈である

合一（ヘノーシス）について
定義なく用いているのは、
反対者意見を認めないこと
に繋がる、一方的な主張で

ある

(7)私どもは諸教会において血を流
すことのない犠牲を献げる礼拝を
行っている。普通の肉としてそれを
いただくのではない。それを合一に
即してロゴスと結合され、聖なるも
のとされたひとりの男の肉としてで
もなく、神聖な住まいとなったもの
としてでもない。そうではなく真に
生命を与える、ロゴスご自身の肉
そのものとしていただくのである

神として本性によって生命であられ
た方が、ご自分の肉と一つのもの
となられたときに、それを「生命を
与えるもの」と宣言されたからであ
る。ですから、たとえ「はっきりと
言っておく。人の子の肉を食べ、そ
の血を飲まなければ」（ヨハ6:53)
と私どもに言われていようとも、私
どもの一人と同じ人間の肉である
とは私どもは考えないのである。

聖書の記述を否定
しているのではない

か

実際、人間の肉が、いったいどうし
て、その本性に従って生命を与え
るものであるだろうか。そうではな
く、私どものために人の子となら
れ、また人の子と呼ばれたご自身
の肉となったものとしてである

キリストを我々と同じ人
間ではないと言いつつ、
人の子と呼んでおり、矛

盾がある

(8)私どもは、救い主の発言を、二
つのヒュポスタシスにも、二つのプ
ロソーポンにも配分することはしな
い。たとえ相異なる二つの実在物
から分かちがたく一つになっている
ものと考えられるにせよ、ひとりにし
て唯一のキリストは二重のもので
はない。人間が魂と肉体とから成る
一つのものと考えられるのと同じで
ある

神として、ご自分について、「私を
見た者は、父を見たのだ」(ヨハ
14:9)とか「私と父とは一つであ
る」(ヨハ10:30)とか語られるとき、
本質（ウーシア）を同じくすることに
よってご自分の父と一つであり、栄
光の繁栄であられることに即した神
的なウーシアを私どもは考える

他方、人間としての限界を軽んじら
れずに、ユダヤ人に対して、「今、
あなたたちは、真理をあなたたちに
語った人間である私を殺そうとして
いる」（ヨハ8:40)と語られたときに
も、この方が父と等しく、神なるロ
ゴスであられると私どもは認めるの
である

この方の発言が、たとえ人間にふ
さわしいものとしてなされていよう
と、それを恥としなければならない
いかなる理由があるだろうか。であ
るから、福音書の中でのすべての
発言は、ひとりの人物（プロソーポ
ン）、言（ロゴス）の受肉した唯一の
ヒュポスタシスに帰さなけらばなら
ないのである

「キリストの発言が人間にふさわし
いものであっても、それを恥と非難
されるべきではない」として、「恥で
ある発言をするのは人間である -> 
神が自らを空しくしたときの発言で
あるから恥ではない」という「恥の発
言＝＝人間」という論の否定により、
キリスト！＝人間」という、トリッキー

な言説である

(9)この方を通して父である神なら
びに聖霊に捧げられる信仰の告白
を、父である神に捧げる祭司の努
めを果たす方として、「私たちの信
仰を宣言する使者、大司祭」（ヘブ
3:1)と呼ばれようとも、この方は、
フユシスとして独り子なる神の子で
あると私どもは主張する。その祭司
職の名と実質を、この方以外の他
の人間に帰すことはない。この方こ
そ、ご自分を香りのより供え物とし
て父である神に捧げて（エフェ
5:2)、神と人々とのあいだの仲介
者(1テモ2:5)となられたからであ
る

この方は、ご自分の肉体を香りのよ
り供え物として捧げられたが、それ
は、私どものためであった。神とし
て、あらゆる罪に勝っておられた方
が、ご自分のために供え物や生贄
を捧げる必要があるだろうか

キリストが「主体的」に神と人々のあ
いだの仲介者となられた、というな
らキリストの肉体を動かすものは人
間の魂ではないのか？これについて
の反論がないのはどうしてか？

この方はご自分と私どものためにご
自分を捧げられたと言うことは、何
としても不敬のそしりを免れないで
あろう

(10)この方は聖霊に関して、「その
方は私に栄光を与える」（ヨハ
16:14)と言っておられるが、他の
者からの栄光を必要としていたか
のように、唯一のキリスト、子が聖
霊から栄光を得たとは主張しない

この方は、ご自分の肉体を香りのよ
り供え物として捧げられたが、それ
は、私どものためであった。神とし
て、あらゆる罪に勝っておられた方
が、ご自分のために供え物や生贄
を捧げる必要があるだろうか

ご自分の神性の証明として、偉大
な御業のために、ご自分の「霊」を
用いられたので、「霊」によって栄光
が与えられると言われたのである。
それは、私どもの誰かが、自分に
具わっている力とか、何かしらに関
する知識について、「それらが私に
栄光を与える」と言うのと同じこと
である

キリストが、「その方は私に栄光を
与える」と言ったことを、「それらが
私に栄光を与える」、と言うことと等
しいとするのは、「神」と内在する
「それら」を等しいと置くことであり、
神をないがしろにしているのではな

いか

実に、「霊」は独自のヒュポ
スタシス（個別者）として存
在しており、この方「霊」ご
自身として、「霊」であって
子ではないにしても、子と
無縁の者ではない。である
から、この方（キリスト）はフ
ユシスによって、神であら
れ、ご自分の「霊」を通して
働いておられると信じられ
るのである

このために、この方は言わ
れたのである。「霊は、私の
ものを受けて、あなたがた
に告げるからである

(11)また、基体（ヒュポスタシス）
に即して、肉と合一された神を聖な
る処女は肉体的に出産したので、
彼女をテオトコス（神の母）と私ども
は呼ぶが、それは言（ロゴス）の本
性（フユシス）が、肉からその存在
の元（アルケー）を得たからではな
い

「キュリロスにおいては、フ
ユシス、ヒュポスタシス、プ
ロソーポンは同義語であ
り、具体的な個別者であ
る」、とされている（原典集
成の訳注）のであるが、訳
文においては、区別して訳
されていることに注意

実に、「言（ロゴス）は神とであっ
た」、「ロゴスは神と共にあった」(ヨ
ハ1:1)のであり、この方は父ととも
に永遠の方であり、万物の形成者
であられた。またヒュポスタシスに
即して人間性をご自分に合一され
たことで、彼女の母胎からの肉を
もっての誕生を甘受されたのであ
る

むろん、ご自分の本性のために、
代々の終わりの時に、時間の内に
誕生しなげればならなかったので
はない。私どもの存在の元を祝福
するためであり、そして、肉と合一
されたこの方を女が生んだことに
よって、土から成った私どもの肉体
を死に送り込む、全人類に対する
呪いに終止符が打たれるためで
あった

「お前は苦しんで子を生む」
という言葉がこの方によっ
て破棄されたとき、「強い死
が彼らを飲み込んだ」、「し
かし、神はすべての顔から
涙を拭い去られた」という預
言者の言葉が真実であるこ
とが明らかにされるためで
あった

実に、このために、救いの
計画に即して、この方は聖
なる使徒たちとともにガラリ
ヤのカナに招かれたときに
出かけられ、結婚を祝福さ
れたと、私どもは主張する
のである

(12)以上の考えを私どもが学んだ
のは、聖なる使徒たちと福音記者
たち、神感による聖書全巻、祝され
た教父たちの真実の信仰宣言から
である。猊下も、これらのすべてに
同意されなげればならないし、すべ
ての点に賛同されなければならな
い

東西の正統な司教
たちが皆、ともに同
意している、カトリッ
クの。使徒伝来の
教会の信仰は以下
のものである

以下は、猊下が排
斥されなければなら
ない諸点を私ども
がこの手紙に付加
するものである

(一)インマニエルが真に神で
あること、それゆえ、聖なる処
女がテオトコス（神の母）である
こと�ー�彼女は肉体的に、肉と
なられた神のロゴスを生んだの
である�ー�を信仰告白しないも
のは排斥される

(二)父である神のロゴスは、
ヒュポスタシス（基体）に即して
個別者として肉と合一されたこ
と、固有の肉とともに唯一のキ
リストがおられること、この方は
明らかに神であられ、同様に人
間でもあられることを信仰告白
しないものは排斥される

キリストは人間の肉とロゴ
スが合一したとしているの
に、「人間でもあられる」とし

て、矛盾している

(三)フユシス（本性）的な合一
（ヘノーシス）による一致（シュノ
ドス）ではなく、栄誉による、す
なわち主権と権威による結合
のみによって両者を結びつけ
て、合一の後、唯一であるキリ
ストを二つのヒュポスタシス（基
体「個別者」）に分けるものは排
斥される

ヒュポスタシスとウーシオス
の区別をつけていないこと
による誤謬である

(四)福音書および使徒の文書
に見られる諸発言をふたりのプ
ロソーポン（人物）、すなわち二
つのヒュポスタシス（基体）に帰
し、ある発言を神のロゴスとは
別の者と考えられる人間に帰
し、ある発言を神にふさわしい
ものとして父である神からのロ
ゴスに帰すものは排斥される

(五)キリストは「神を担った人
間」であると主張し、言（ロゴ
ス）が肉となり、われわれと同
様に血と肉を共有されたからと
いって、唯一の子として、フユ
シスによって、真に神であるの
ではないと主張する者は排斥さ
れる

訳注：フュシスあるいはフユ
シス（ϕύσις）はキュリロス
においては個別者を意味す

る

(六)父である神のロゴスはキリ
ストの神および主であると言
い、聖書によれば、ロゴスが肉
となったのであるから、ご自身
が神であり、同じく人間でもあ
ると信仰告白しないものは排斥
される

フユシス的な合一による一
致であり、かつ神であり、同
じく人間であるとは、問題
設定を最初に戻すどうどう

めぐりである

(七)イエスは人間とし
て、神のロゴスによって
動かされていたとか、
別の者であるかのよう
に独り子の栄光がイエ
スに付与されたと言う
者は排斥される

(八)とられた人間は、神なるロ
ゴスとともに礼拝され、ともに賛
美され、ロゴスとともに神と呼
ばれなければならないー常に
付加される「ともに」という言葉
は別々に存在するかのように考
えるよう強いるのでーと主張
し、ロゴスが肉となられたにも
かかわらず、唯一の礼拝をもっ
てインマヌエルを尊ばず、唯一
の栄唱を捧げないものは排斥
される

インマニエル：イザヤ預言
が告げる、「若い女」が生む
子に与えられる象徴的な名
前で「われらと共におられる
神」を意味する。集合名詞
的に解釈すると「おのおの
の若い女が生む子ら」と意
味し、ユダヤ教の反キリスト

教的解釈となる

(九)唯一の主イエス・キリスト
は霊によって栄光を与えられ、
別の方の力であるかのように、
この「霊」を用いられたと言い、
また、この「霊」から汚れた霊ど
もに対して働く力および人々の
あいだで奇跡を行う力を得たと
言い、
「霊」は、その「霊」を通して奇
跡を行われたその方ご自身の
ものであると言わない者は排斥
される

(十)キリストは大祭司であり、
われわれの宣言する信仰の使
者であり、われわれのために、
ご自分を父である神に捧げて
下さったと聖書は述べている。
したがって、われわれの使徒、
大司祭となられたのは、肉とな
られ、われわれと同じ人間とな
られたロゴスではなく、別の
者、別に女から生まれた人間で
あると言う者、あるいは、この方
は、われわれのためだけではな
く自分自身のためにも自分を
供え物として捧げた、という者
は排斥される

キュロスのテオドレ
トスを排斥するもの

(十一)主の肉は生命を与える
ものであり、父である神からの
ロゴスご自身の肉であると信仰
告白せず、

別のある者、栄誉によってロゴ
スと結ばれた者の、すなわち単
に神聖な住まいとして所有され
た者の肉であると言い、

われわれの主張するように、す
べてのものを生かす力をもつロ
ゴスご自身の肉とされたのであ
るから、生命を与えるものであ
ると信仰告白しない者は排斥さ
れる

キリストの人間性を無視し
ていると指摘されても仕方
のない表現である

(十二)神のロゴスは、神として
生命そのものであられ、生命を
与える方であられたが、肉にお
いて苦しみを受けられ、肉にお
いて十字架に付けられ、肉にお
いて死を味わわれ、死者のな
かから最初に生まれた者となら
れたと信仰告白しないものは
排斥される


